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Cosmo-ontological structure of Mediance and Education in Post-industrial society
 
Jun-ichiro  INUTSUKA
Faculty of Human Life Sciences
　The theory of mediance, developed by Augustin Berque through synthesis of the ontology and the 
geography, inspired by the idea of Fudosei of Japanese philosopher and phenomenologist Tetsuro 
Watsuji, has a range to reorganize our relation to the environment, as called reconstituting the cosmos 
of human.
　In this essay, I will try to retranscribe his theory to solve the subject of modern society, especially 
focusing on the role of the university for solving the subject of business organizations and showing 
the draft of an educational program.
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を踏まえて、ベルクは milieu のラテン語語根 med を
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もとにした新語 médiance を風土性の訳語とする。そ

























































　　（S ／ P）／ P’
　　（Umgebung を Umwelt として）を Milieu として
　ここで S は主体（Subject）、P は述語（Predicate）


















かのぼり、形式論理学における命題“A は B である”
の A と B がそれぞれギリシア語で hypokeimenon と
kategoroumenon と表現されたことによる。これらに対
応するラテン語が subjectum と praedictum であり、英





































　このように、S と P とは、知性によって捉えられる
ものそのものと知覚によって捉えられるもの、主語と
述語、空間 topos 性と場所 chora 性といった対比関係
にあるものであり、そして、われわれにとっての現実
の世界は、これら S と P との相互関係として捉えら
れるのである。
　もう一度先の図式に戻ろう。




















の批判する現代社会の問題は、この S ／ P である人









































































　そこには二つの面があるだろう。S および P として
独立しているとはいっても、人間は S を P とする構
造を本質とするので、独立して働いている S のシス
テムに対して S の一部を P とすることによって対抗
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